
パイプライン損傷の経緯と
ドライチャンバー工法の概要
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資料４



底

Approx. 4 km

(Tank )

水深 40m

B

損傷個所

ﾀﾝｸ

約4km

2015/5/12 台風通過時、船舶が海底配管に接触
2015/5/15 原油荷役中に漏洩事故発生
2016/7/12 水押し作業が終了し、配管内の油は全て回収

パイプライン損傷の経緯
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DTC(Diver Transfer Chamber)
潜水準備室
トイレ・シャワーなど衛生設備装備
作業水深と同じ気圧に加圧

DDC(Deck Decompression Chamber)
飽和潜水期間中のダイバーの居住場所
ベッドなど日常生活設備装備
ダイバー3人が生活可能
作業水深と同じ気圧に加圧

SDC(Submersible Decompression Chamber)
ダイバー昇降装置(3人搭乗可能)
2人が水中作業、1人がSDCで潜水補助

混合気体
(酸素8:ヘリウム92)

水深40m 圧力約500kPa

混合空気圧
で水位を下
げる

海底配管

ドライチャンバー

ドライチャンバー工法の概要
・潜水士が、チャンバー内に入室し、圧力により水位を下げ、ドライ環境を構築し

た上で溶接を実施
・チャンバー内には呼吸用ガス（不活性ガスを混合した

もの）を充填

混合気体
(酸素40kPa:ヘリウム460kPa)

敷設船上の設備

海水

空気

供給空気
(海上台船)

Hyperbaric
(ドライチャンバー)

排煙･脱湿装置
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・潜水士が、海中のチャンバー内で溶接を行う工法。以下は、一例。

ドライチャンバー工法の概要

ドライチャンバー例(Technip) ドライチャンバー設置状況(Technip)

ドライチャンバー内排水状況(Technip) ドライチャンバー内溶接状況(人が作業)(Technip)
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